
〈森と海の自然科〉9月 8日活動企画 

                     2016 年 8 月吉日   

京都加茂・木津地域 幻の大仏鉄道遺跡巡り 

日 時 ： 2016年９月 8日（木） 

集 合 ： 10時 10分  ＪＲ加茂駅 （大和路快速加茂行きが 10時 3分着です） 

持ち物 ： 弁当、飲物、観察用具、雨具、残暑厳しいかもしれません暑さ対策にも留意 

雨天判断： 前日夕刻の京都南部予報降雨確立 60％以上で中止（メール連絡します） 

行 程 ： JR 加茂駅 ⇒ 動輪展示 ⇒ ランプ小屋 ⇒ Ｃ57ＳＬ展示 ⇒ 高田寺 ⇒ 観音寺橋台 ⇒ 

鹿背山橋台 ⇒ 梶ヶ谷隧道 ⇒ 赤橋 ⇒ 城山台公園（大仏鉄道公園）で昼食 ⇒ 西念寺 ⇒   

安福寺・平重衡の供養塔／首洗い池／不成柿 ⇒ JR木津駅にて解散 (約７ｋｍの行程) 

 （城山台公園からバス便（1時間に 1本）木津駅行きがあります お好みでどうぞ） 

 （ドリンク付き反省会は木津駅南の「やましろ」でどうぞ） 

○名古屋方面から奈良の大仏参拝のために、明治 30年代のわずか 9年間、加茂駅から大仏駅、次いで

奈良駅まで走った「大仏鉄道」の遺跡（橋脚や隧道）を訪ねます 

○加茂駅から奈良駅までは 13ｋｍほど。今回は前半のみとし、途中から木津駅へ向かいます。平家物

語で有名な平重衡の供養塔見物など、鹿背山の麓をのんびりと歴史探索しましょう。大仏鉄道研究会

会長のナンバさんにボランティアガイドをお願いしています（協力金：参加者一人あたり 200円） 

○大仏鉄道とは、現在の関西本線の前身で明治の 5大私鉄の一つとうたわれた「関西鉄道(かんせいてつど

う)(株)」が名古屋方面から大阪への進出を目指し、「加茂駅」から現在の奈良駅北 1.1kmの所に仮設

的に作った「大仏駅」間を結ぶ 8.8kmと、翌年に開通した奈良駅までの通称です。「大仏駅」の開業

は明治 31年(1898)4月 19日、「加茂駅～大仏駅」が開通し“赤いイギリス製の蒸気機関車が伊勢や名

古屋方面からの大仏参拝客を乗せてにぎわった”と当時の新聞が報道しています。客車は「小さな部

屋が十個ほどつながっているような感じで、一室に五人くらい。座席は板で隣の部屋には降りなけれ

ば移れない」加茂の人たちは汽車を「マッチ箱」と呼んでいたそうです。この脚光を浴びた花形路線

も急坂の黒髪山トンネル（勾配が 25‰(パーミナル)）越えの難関では、イギリス製（ナスミス・ウィルソン

社）の新鋭機関車においても走行は困難を極め、「汽車の速度は遅く、機関車が二両ついているとき

はまだいいが、一両だと途中でとまってしまう。黒髪山の丘陵が登れなかったときは、客が降りて押

したり、法蓮村（奈良市）の人たちが押しに行った」と伝えられています。新たに木津駅経由の平坦

路線が開通したため徐々に乗客が減少、1907年鉄道の国有化法により僅か 9年間で廃止となりまし

た。現在、線路跡は残っていませんが、橋脚や隧道などが元路線沿いに 100年前そのままの姿で残

っています。（木津川市観光ガイドより） 

○木津駅北 500ｍの安福寺境内には、平清盛の五男で 1181年に東大寺・興福寺など奈良の仏教寺院を

焼討にした（南都焼討）平重衡の供養塔と伝えられる十三重石塔がある。南都焼討では興福寺、東

大寺の堂塔伽藍一宇残さず焼き尽くされ、多数の僧侶達が焼死、平氏の悪行の最たるものと非難

され、実行した重衡は南都の衆徒からひどく憎まれた。1184年に一ノ谷の戦いで平氏は源氏軍に

大敗を喫し、このとき平重衡は馬を射られて捕らえられます。その後、平氏滅亡後、焼討を憎む南都

衆徒の強い要求によって重衡は南都へ引き渡され、木津川河畔で斬首されました。妻の佐局（すけのつ

ぼね）は重衡の遺骸を引き取り、南都の衆徒から首ももらい受けて荼毘にふし、遺骨を高野山に葬っ

て、日野（京都市伏見区）に墓を建てたと伝えられています。 

9月担当（金高・坂根・日景・中曽根・長尾・浅野） 



日 時 　平成２８年９月８日（木）　１０：１０　～　１６：００

集合場所 　JR加茂駅（関西本線）　１０時１０分

参 加 者 　浅野、石原、大石、坂根、杉谷、中曽根、日景、藤井、前野、万井、杢三、山下、倭
　（１４名）

ガ イ ド 　大仏鉄道研究会　難波さん

行 程 　JR加茂駅　→　ランプ小屋　→　C5756SL展示場　→　観音寺橋台　→　観音寺小橋台　→　　
鹿背山橋台　→　城山台公園　→　赤橋　→　梶ヶ谷隧道　→　鹿背山不動尊　→　西念寺
　→　JR木津川駅

　「大仏鉄道」は現在の関西本線の前身で、明治の五大私鉄の一つと言われた「関西鉄道（かんせいてつどう）
（株）」が、「加茂駅」から現在の奈良駅北１．１ｋｍに作った「大仏駅」間８．８ｋｍと翌年に開通した奈良駅までの通称
である。加茂、大仏駅間は明治３１年４月に開業、市民・観光客に親しまれ賑わったが軌道勾配がきつく、速度が遅
かった。木津川経由の平坦な路線が出来ると乗客は減り、わずか九年間で廃止された。現在は昔の線路沿いに橋
桁や隧道が百年前の姿で残っている。
　今回は加茂から赤橋までの半分の行程を経て、鹿背山不動尊と西念寺をお参りし木津川駅に抜けるおよそ７ｋｍ
を歩いた。
　

ランプ小屋 ガイド役　難波さん SL　C5７56

　集合時間の加茂駅付近は、予報通り激しい雨がたたきつけ、雷もゴロゴロという状況だった。今日は雨女のKさん
がいないのにどうした事だろう。案内をお願いした難波さんは「木津川沿いは雷の通り道で、中止する団体がほとん
どだが、警報が出ていても実施する皆さんの熱心さには驚きました」と変に感心してくれた。コーヒーでも飲んで様子を
見ようと駅舎を出たが、難波さんお薦めの駅前の喫茶店はお休み。仕方なくローソンに入った。三十分程で雨は小
降りになり、雷も止んだので出発する。まず駅から徒歩二分にある、煉瓦造りのランプ小屋から見学。客車や機関車
の照明用の灯油を保管した倉庫で、入り口のアーチが特徴的なオランダ造りである。小屋の反対側にある関西本
線ホームの下層には大仏線の石積みのホームが埋もれていた。百年前のホームが現在のホームを支えているのだ。
ランプ小屋から駅の向こう側へ回り、東口公園の８６２０型SLの動輪モニュメントを遠目に見て公園の外れまで行く。
創業時の跨線橋を支えた八本の鉄製橋桁の一本がここに移設され、シャリンバイの生垣に半分埋もれて立っていた。
灰色に塗られ街路灯のような佇まいである。刻まれた文字が歴史を感じさせた。踏切の手前の車道を横断し、小道に
入って進むと、小学校の前に貴婦人と呼ばれるSL　C５７５６が展示されていた。お召列車にもなった機関車だと言う。
「中の部品はマニアに盗られて何も残っていない」難波さんは残念そうに言った。

観音寺橋台への道 観音寺橋台 観音寺小橋台

いつの間にか陽が照りはじめ、蒸し暑くなって来た。先程の大雨が嘘のようだ。やはり雨女の伝説は生きている。小学
校の脇道を抜け車道に出た。ほどなく行くと踏切りがあり、渡ってすぐに川がある。一級河川の赤田川だ。それほど大
きな川ではない。昔は大変な暴れ川で、よく田甫を押し流したそうだ。この川には大仏線の赤田川橋梁が掛かってい
たが今は無い。ここからは田園風景が広がっている。心地よい緑の中を歩くこと１０数分で小さな橋があり、そこを左折
して川に沿って進む。奇妙なマスクの案山子が二つ、竹に吊られてゆれていた。土手道をそれて数分行くと、関西本
線のガードの向こうに、観音寺橋台が見えて来た。御影石を四角に切りだし、綺麗に力強く積み上げられている。軌道
の幅は広軌を基準に造られているてそうだ。橋台を過ぎて、突き当りを右折し線路沿いになだらかな坂道を上ると観音
寺小橋台があった。丈の低い橋台で、隣を関西本線が走り危険なため、金網の柵で立ち入り禁止になっていた。

幻の「大仏鉄道」遺跡巡り記録



鹿背山橋台への道 鹿背山橋台への道 鹿背山橋台

ここからは竹林と雑木林を通る薄暗い小道だ。雨で足場が悪く、水浸しの所もあったが十五分程で鹿背山橋台に出
た。この橋台は水路に掛けられた橋台である。水気のせいか黒い黴がこびり付き黒光りしている。普通の御影石なの
だが黒御影と間違う人もいるそうだ。橋台を後にし、目の前に現れたゴルフ場を左にして林の間を進んで行くと、二十分
程でUR（都市再生機構）が開発している団地の城山台公園に出た。公園の前は京大の実験農場だ。学生だろうか、
草刈り機のエンジン音をうならせて、広い農場のぼうぼうの草を刈っていた。もう一時を過ぎている。この公園で一時間
遅れの昼食を取り、午後の行程は公園の間近にある赤橋から始める事になった。

赤橋 　　梶ヶ谷隧道 道端のフヨウの花

赤橋の橋台は御影石と煉瓦を組み合わせて造られ、これまでに見た三つの橋台とは趣が違っていた。御影石で角を
積み上げ、壁面は長短の煉瓦を交互に組むイギリス式で、現在も車道として使われている。梶ヶ谷隧道は赤橋から
加茂方面に向かってほんの２，３分の距離にある。農道を通すため軌道の築堤に掘ったトンネルだ。側壁は御影石、
アーチ部分は煉瓦積みとなっていて、現在でも古さを感じさせないデザインである。隧道を抜けると芝生の農道に繋が
り、左折すると赤橋を渡る車道に出た。車道を右折して鹿背山不動尊に向かう。村に入ると柿畑があちこちにある。
たわわになる実はまだ青い。ここ鹿背山は富有柿の産地なのだ。人家の前を抜け階段を上ると社があった。社は崖に
穿たれた洞穴を囲むように建てられ、洞穴の壁には不動明王が掘られている。六百六十年余り前の磨崖仏で、覗くと
薄暗がりの中に小さな姿がぼんやりと浮かんでいた。今も多くの参拝客が訪れるという。他に「しょんべたれ地蔵」や
「春日のおばはん」が裏山にあると案内にあった。不動尊を出て坂道を十分程上ると西念寺に着いた。大きな寺では
ないが伽藍は新薬師寺風で趣がある。遅れたせいで住職は留守だった。待つこと二十分。やっと現れた住職は、そ
の昔の創建の話から始まり色々話されたがほとんど忘れた。何でも行基の創建で、何度か火事でやけ、現在の西念
寺になったのは三百十年ほど前。浄土宗でご本尊は阿弥陀如来である。住職は「大したことは無いですよ」と言ってい
たが京都市の指定文化財であるらしい。拝観できなかったのは惜しい気がした。鹿背山には三輪山と同じ「みもろつ
く」と言う枕詞が付くのだそうだ。神が住むという修行の場である。初めて知った。この寺の前に鹿背山城への登り口が
あったが、登る者はいなかった。木津川駅へはここからバス通りに出て二十分程との事。バス停で時間を確認すると
次のバスは三十分後。歩く方が早い。農村が町に変わる様子が見て取れる道を歩いて、予定通り木津川駅に着い
た。十六時頃駅前に全員が集合して解散。お疲れ様でした。（写真　坂根、記録　中曽根）

　　　　 　　　　

西念寺
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